
　 

　 

・ゼリーの上に家の模型を置いて 
　地震発生装置を用いて横波で揺らす 
・加速度の絶対値を｢phyphox｣を 
　用いて計測する 
・ゼリーの高さとゼラチンの濃度を 
　変えて変化があるのかを調べる 

今回の実験ではゼリーに免震効果を確認できなかった 

ゼリー免震におけるゼラチン濃度と減衰定数の関係 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・弾性力がある
・製作が簡単
・水分の多い土地でも作りやすい

免震装置

 

　実験方法

ゼリーを使って免震することはできるのか？ 

結果・考察

建物上部

建物下部

すべての条件で減衰定数がマイナスの値に

建物がゼリーの水分で滑ってしまったのではないか

・縦波で同様の実験を行う（→水分で滑らない）　 

・合成ゴムを用いて同様の実験方法を行う（→実験方法の再検討） 

結論・今後の展望
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